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　本稿では，亭学校雑本受教官紅おいて，子どもにヨ本愛の跨代の讐色をとらえさせるために，地域に

惹鰻した秀法論と教新論の提起を行なうものである。秀法論で隷ギ地域からとらえる暮本史の学習」で

あ弩，教誘譲ではヂ地織ヂ〉類型と教護」霧身通な地域まの籍誠と教赫感およびヂ悪縁地域教替璽である。

これらの鎚起をふまえて，験蓋授業ギ箱伏源産徳翔と文治五隼饗耀合戦」を蕎ない，堤起の有勅難昌こ一定

の認産を得た。

妥キーワード〕　小学後彎本史教育，地域教耕，地域からとらえる

はじめに

　小学校類本艶教蕎における鏡域の取む搬いを学

習捲導要領の改潟の歩みからみると，紹禰43

（鰺鑓〉隼版では地簸を取零入れること隷示され

て恥なかったのである炉，紹穣鐡（欝77）年版で

は地域蕎身近な地域のを取り入れることが示さ

れ，平成元（欝8弱年版はそれが銘襲されている

ように，学習詣導要領では，小学校lll本幾教欝に

おいて地域は重視されてきているとみなすことが

できる。ただし，躍穂33（鐙58〉年版にはヂ歴史

的事象もできるだけ具体的な地理釣環境などと結

びつけて指導することもたいせつである」誓第6

学年」3の2のエ）とあり，地域的な内容を表す

記述があることには注意を払っておきたい。

　しかし，平繍発く欝欝）年叛学習指導要鎮では，

地域の歴史毒こかかわる記遽はヂ内容」　茎のアだけ

であむ飽にはみられない。つま鞍，各時代の内容

を示しているヂ内容」生のイ～シには，地域を取

む入れることを具体化した麗連はない．また，

ヂ内容の取扱いまにおいても，各縛代の内容に蟻

域を取零入れていくことを示す記違はない。つま

辱嚢本史学習の本譲とでもいうべき重要な各時代

の学習において，地域を取零扱うことにつ験て学

習捲導要領には締ら瞬記されていないのである。

このことは，紹秘52／雄7の隼版においても講様

である。つま鯵，学習指導要領は小学校嚢本実教

畜において纏絨を取穆入れることを重視している

にもかかわらず，各時代の内容に籍する配達にそ

れを具体銘していないのである。

　ところで，小学校暮本史教育に地域を取翰入れ

た実践の報告はこれまで数多く発表されてきてい

る。また小学校嚢本史教育を撮った主な実践書は

ほとんど地域を取む入れた実践を含んで編集され

ている。このように実践レベルでも，地3或は極め

て重視されて晒るといえるのであるが，地域を取

参入れる方法譲や教材論を瑳論的に深く追究され

るまでには至っていない。

　学習指導要鎮や実践レベルにおける簸域の取参

扱いの幾題を捲擁したが，この翼題には，小学校

講本史教育において各縛代の内容に地域を取り入

れる方法強と教材譲が十分に確立されて“ないこ

とがその背景にあると考える。

1　「地域からとらえる8本史の学習」

　　の方法論

奪　地域を歴史学習に取琴入れる意義と手法

小学校6年生の科学鶴教会認識の発達段繕をふ

まえると，小学校霧本吏教育におψては，子ども

にとって夢見えな恥鰐象」である時代の讐色を

隠考の対象」にさせるための「入驕雌を設ける

ことが必要である｛齢。これまで歴史学習に地域を

取鞍入れる意義については数多く違べられてきて
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いる．そ齢なかでも，子どもが歴史を自分の醗播

感覚から遠く藻たった擁象約，概念麹な鍵雰に羅

するものとして受けとめるのではなくて，身遍で

あること1こ伴う親しみやすさとよ翰具捧的な事項

でもって鰹史の凝潔をイメージ豊かにとらえさせ

るこ，と壽葦できるということは，広く認めら豪してい

るものであ玲，これは地域を慶史学習に歌舞入れ

る意義として最も重要なものである。この意義を

ふまえれば、地域もまさに［見えない蝿象」であ

る時代の特色をギ思考の対象」にさせるための

ヂ入髪1」となる。

　しかし、小学校暮本史教育にあって，と菰かく

地域を学習に取穆入れれば，その手法等は鶏題で

はないということはない。奥獲購樹氏は今髪llの歴

史教官紅おけるヂ地域」の取舞扱いをみて行く、し

でf地域を」（地域の嚢的化〉とf地域で」（地域

σ）季段化）σ）二つの立場が座標軸の役翻を果たす

ことを捲摘している…㌦この視点にしたがって小

学校ξ1本史教奮1こおいて地域をどのよう1こ学習に

取翰入れればよいのかを考察する。

　まず，ギ地域を並（地域の隷的化）の譲理で小学

校礬水史教議こギ地域」を学習に取り入れていく

ことに対’しては，重大な濁題が存在することを指

摘したい。すなわち，このザ地域を塞／地域の§

的化／σ）学習は，ややもすると地域だけを認識の

講象とする学習に絹る危険姓がある。ギ地域を」

（地域の碁的化／の譲理で搬導訪露を舞み立て授

業づく妻）を行なえば，晃童に鞍られた地域の歴史

を認識させることはできるが，ll本の歴愛〈全体

艶〉の認識をさせることが欠撫してしまう癒険牲

があるのである。筆蕎は小学校翼本実教膏では，

それぞれの時代の特色を大まか1ことらえさせるこ

とが主要なねらいであると考えている。ここでい

うそれぞれの鋳銭の特色とは，特定の地域におけ

るものではなく，ll本の羅にお帰るそれである。

よって，小学校蕪本史教育で，認識の婦象を狭い

地域紅霞ってしまう学習をすることは，ねらいか

ら外れるおそれが大きいことを指摘したい．

　ギ地域で3（地域の手段化／の譲遷で小学校ll本

礎教糞に地銭を取弩入れていく手法は，1二1本のそ

れぞれの時代の特色をとらえさせるというねらい

から霽れることはなくむしろそれに合った授業を

績み立てていくことが響能である。

　しかし，職域で」／地域の手段化）σ）論理で慶

甕学習1こ地域を取翰入れていく手法紅おいては安

捻§§一葉2

井｛愛夫氏が搬摘する，地域を皺む扱う歴史の事業

1こおける子ども独霧の認識のしかたをふまえる必

要があると考える。すなわち，地域を歴史の学習

に取鞍入れていくと，子どもは雛域に近付き，そ

こから歴史を見ようとする，子どもはそういう歴

史への人参方，わかり方をするという指摘であ
る｛㌔

2．ボ地域からとらえる揖本史の学習」の提起

　筆者は安井氏の指摘する歴史の学習に地綾を取

り入れた際の子どもの歴史の入鯵方をふまえて，

ギ地域からとらえる翼本史の学習雌を堤起したい。

これは，地械紅観点をおき，地域から各蒋代の特

色をとらえていく学習である。地域を取鯵入れて

歴史の学習をつくるとき，な1こよ琴も子どもの歴

史の入翰方をふまえたものでなければ学習効果を

あげることはできな》・。ギ地域からとらえる礬水

史の学習」は，地機に透づきそこから歴史を見よ

うとする子どもの歴受の入ぎ）方をふまえるもので

ある。

　さらに，こび）ギ地域からとらえる警本実σ）学習」

を小学校慧本史教育に取勢入れる意義には次のこ

とをあげることができる。これまでの歴史教糞垂こ

おけるll本史はいわゆるヂ中央史観」の整史観に

基づいて叙述されたものであったことは，これま

でに指摘されてきたことである1㌔

　この艶観ではたえずザ中央」からギ地方」への

権力の浸透，文牝の伝播という構造が基本となっ

ている。このようなf中央史観壌に基づいた聚本

史の学習においては，いくら地域を取り入れても

それは子どもの歴史の入穆方とは違うものである

から，地域が学習におよぼす有勤牲は低いであろ

う。小学校隷本葺教畜で地域を取鯵入れるときは

ヂ中央史観」の欝鐵に基づいて行なうのではなく

して，子どもの歴史の入り方をふまえて行なうべ

きである。このためにもギ地域からとらえる馨本

甕の学習」は意義のある手法と考える。

3．ギ地域からとらえる8本史の学習3の検認

　鱗　地域はf身近な地域」とする

　ヂ地域からとらえるi3本吏の学習雌における地

域は学習者である子ど麟ことってのギ身近な麹域」

である。このザ身近な地域3とは，子どもが地域

の生活考としてその地域に離心をもってとらえて

いる籍鑛としておさえておきたい。このヂ身近な

地域」の具体的な籟絨については後で提起する。

　／2）地域史の考えで地域を畷らかにする
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　ギ地域からとらえる慧本吏の学習」において，

重要な要件のひとつは地域の経史の解霧であるが

それをどのような手法で行なうかが翼題となる。

　地竣の歴史を講象とする醗究は，これまで，郷

土史，地方史，1地域史の糠で登場した。しかし，

綴±史は，観点が狭い郷土教会だ鯵紅縁隆された

ものであ玲，覇究の方肉垂こは強い郷土愛の書成が

あったという指摘がされている。また地方史起請

しては．ギ串央史観」の指淘が強すぎ地域の歴史

は串央の歴史紅従薦されるものとな琴，そこにお

いては地域の歴史の独自牲は鳶薄となることを指

摘されている。地域艶は，地域をゼ中央」から

ゼ地方」への権力の浸透，文化の転播の講象とし

てとらえる姿勢を概親し，地域の主体的な歴史形

成遜程を鱗らかにし，その地域の主体麟なあ玲方

を客観釣に解隣しようとするものである潟、

　「難域からとらえる§本史の学習」は，郷土愛

を脊残することを内容とするものではなく，また

中央の歴史に綻属させられるような考えは趨容れ

ない。よって，この学習は郷土史や難方史の手法

を活濡することはしない。しかし，地球史の手法

は地域を取蓉入れた学習における子どもの歴史の

入誇方とまさに一致するものである。よって，地

蟻史の手法を「地域からとらえる程本史の学習」

の授業づく絵における麹域の歴更の解響蟄こ適薦す

ることができるものと考える。

　（3）ザ中央史観」に鶉観した1諺本受像を党議し

　　欝欝成する

　沖央史観」を撹報し地域の主体釣な歴史遍程

を鱗らか証しようとする地域吏の手法を取鞍入れ

たギ地域からとらえる慧本吏の学習達の授業が展

翻していく過程においては，ギ中央史観」に編幽

した嚢本吏像を克羅し，簸載の翻から再購成した

嚢本受像をつくっていくことが行なわれること紅

なる。

　輯　地域の歴斐的事象におけるf典型牲涯と

　　ゼ特殊性」をふまえた教材化

　ヂ地域からとらえる§本史の学習オは地域が主

体釣に歩んだ歴史をふまえ，それを通して時代の

特色をつかむ学習であるが，単なる地域の歴更の

学習にとどまらないようにするための手立てが必

要となる。その手立ては，教材化の擦に，地域の

歴史的事象における時代のザ典型性善と地域の

ヂ特殊性」をふまえることであると考える。

豆　教材論の提起

コ．小学絞8本吏教育にお纏る地銭の類型と教材

　筆者は，小学校警本史教育で取零扱う場合の地

球を，次のように類型化したい。第一は，学習者

である子どもにとってのギ身近な地域」である、

このギ身透な地球」を．子どもが地域の生活者と

して，その地域に縫心をもってとらえている範鐸

としておさえておきたい。これをギ鏡域A擁とし

てその教材をギ麺域教材A3とする。

　ただし，このf身近な地域まであるf地域A」

には，教材化の可能な資料のある鋳代もあれば，

それがない時代でもあることが予想される。そこ

でヂ麹域A」のある跨代にお“て教材牝の可能な

資料がない場合，後達するヂ想像地域教材」を取

零入れていくことにする。

　第二は建身透な地域墨以外の地域」である。

これをヂ雛域β」とし，その教材をギ纏域教材B」

とする、ギ雛域Bi」を，さらにその時代に中央政

権が駐在した地域と中央致権の漸澄した以外の地

綾にわける。義者をギ地域BJ，その教材をギ地

球教材B童」とし，後者をf地域B2盛，その教材を

ギ地蟻教材践」とする。土語1こ示した小学校嚢本

史教育における地域とその教材の類型を整饗する。

一纏　　域　「
影身透な纏域」

　ヂ地域A3

1
以ギ慧像地域教鰯を含む）i

，叢．．細

t　　　　」■塑塾一』 一
2．r身近奪地域蓬（ザ地域Aま）の範域と教材

　ここでは，f身透な地域」ぜ地域A達）の範域を

考察したい。

　筆者は，影身透な地域」を，子どもが地域の生

活者として鶏心をもってとらえている範灘として

おさえる。そのうえで，その範域を下纒のように

子どもの縄尤・の度会い1こ慈じて環状屡釣にとらえ

る自

　このよう華こ，第i屡にギ学銭域」をおきこれを

ヂ地域A、3，第2屡1こヂ糞f簿村」をおきこれを
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地方地球A、

漿地域A、

地域教材A、

村地域　2

地域教誘A量

地域教耕A2

地域教秘A1

狂想嫁地域教材3

を含む）

ギ地域A箪」，第3屡にギ県3をおきこれをギ地域

A3」，第遠藤にギ地方」をおきこれをギ地蟻A羅

とする。そして，それぞれにおける教材を織蟻

教材A、3夢地裁教材A、」f地域教材A3」ギ地域教

材A擁とする。

　ギ身近な地織」をこのように環献麟的にとらえ

るとき，第i籍のヂ学猛威璽を特に重視し，ギ身

近な地域窪の核とする。このことは，ギ身近な地

域」を取玲入れる授業づく善は，ヂ学琶域」の教

材であるヂ地域教材A碁で行なうことを意練す

るものである。

　ヂ学区域」を核とする理霞は，ギ身近な雛賊雄に

おいて子どもの生活圏を重視するからである。生

羅麟の定義雪こ従って子どもの生活圏を考えれば，

子どものギ通学翻ヂ買麹縷」ヂ娯楽圏」などの

ギ弩常生活行動の範1域」であるととらえるとがで

き，それはヂ学区域」とほぼ等しく重な琴あうと

みてよかろう。生活懸は子どもにとってまさに鍛

も大きい翼心をもっている範域であることは明ら

かであるから，f身透な地球3の籍域においてこ

のことをふまえる必要があ鯵，よって、子どもの

生活驕と重な鞍あうギ学区滅」を核とするのであ

る。

　なお，［毒霧替」ギ察」ヂ地方」を「身近な地織」

の籠域としておさえておくのは次の理鐡による。

まず賄霧村」については，これも子どもの生活

鐙§§一陣2

饗の範域として考えることができる。ただし野学

1区域」よ翰は，子どもにとって，ヂ羅常生濾の行

動範蟻」としての地貌は低いのは鱗らかである。

軒渠」毒こついては，子どもたちは，第縷学年の地

域学習にお験て，残分たちの住む県について学習

し，その特色や撮要を理解し溺心を深めて糖る。

また現在はマスメディアの浸透によって子どもの

慧常生懸にお》てテレビは大きな存在となってい

るが，ニュース番緯などでは桑を講象としたもの

があ参，小学6年生ともなるとそこにおける精報

1こは関心をもって接するようになるからである。

さらに，ギ身通な地域」の第婆麟として，いくつ

かの県をまとめた地域，すなわちギ簸方雌を絶域

に含める運蜜は次の通りである。それは，ギ築盛

のところでも遠べたが，マスメディアがあげられ

る。テレビのニュースや天気予鞍や種々の翻は，

東誌地方などの広域の地域を一つの地域単短とし

て舞成され鞍道されることが多い。そのため，子

どもは東詑地方などのような大きく区分された雛

絨の嬉報に鰐してその地織に生活する者として受

け入れていると考えることができる。このような

実態を考慮すると東北地方などの大きな単粒の地

域に耕しても，自分の生活する地域としての溺心

が養われていると考えられるのである。ただし，

この新地方雄を「身近な地域」の絶域に含めるこ

とについては，筆者は現産のところ東麓地方を念

頭にして持ち鐵しておむ，飽の地方についても講

様であるかは今後の課題である。

3．想像地銭教材

　筆者はギ身近な地球」を環献屡的にとらえ，そ

こにおける新学猛載量麺地球A、」／を核にする考

えを打ち思した。また，筆者は小学校類本吏教奮

において「身透な地域」をすべての時代に皺む入

れるべきであると考えている。この二つの考えを

ふまえる小学校慧本史のカリキュラム論において

は，ギ地械A、」の教材，すなわち「地械教材A、」

をすべての蒋代に取零入れて単元の隼鷺誹懸をた

てるべきであるという擾起になる。

　しかし，すべての誌代に教材として取翰入れる

ことのできる素材が，ギ簸域AJに実際1こあるの

かと塾うことが問題として鐵てくる。この遽題の

解決の一つとして，麓史学婿究の成果ばか穆でな

く疑密学競究の成果も積極的に歴史の授業づく吟

に取翰入れていくことが考えられる。しかし，民

総学羅究の成果を取り入れてもなお野地域A、」
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にすべての時代，単元に教材として取零入れてい

けるだけの素材を見騨鐵すことは露難である。特

に原始や毒殺などの時代は考古学的発見がない

ギ麹域AJがあることも考えられる。また中糧や

透鐙，透代にお騨ても歴史事象菰よっては，小学

校嚢本変数鳶で認識させたいものに遮れるだけの

素赫が掘尋起こされていないゼ地域A三」もある。

そこで小学校蕎本史教官の授業づく郷こ取吟入れ

たいのが，ギ想像地域教材」の手法である。

　わが羅の場合，どのギ地域A｛」　も歴愛的にみ

て「地域A豊」と，あるいはヂ地域A彗」ギ地域A堆」

と有機的な聞達をもちながら歩み今露こ至ってい

ることは闘違いなかろう。このようなギ地域Ai」

の歴史。的なあゆみの盤質をふまえると，ギ地域A圭」

に教材銘のできる素材がない場合でもヂ纏域教材

A、一A、」を穂霧してギ地域教材A、」を懇徴して

つくることが斑能であると考える。

　たとえば，あるギ地織Ai葺には縄文時代の遺

跡1まなかったとする。しかし，ギ地域A壼やザ地

裁A暮」やギ地域A罐」には縄文時代の遺跡が発見

されてお琴，それから考癒すると，ヂ地域A、3に

縄文時代に人々が生活を営んでいたことが考古学

麟1こみてナ分推灘できるとする。この場合，ギ麹

蟻A睾～A畦」の遺跡をふまえて，ギ地域A継に縄

文縛代に人々が生活していたと想像して教秘をつ

くることができると考える。つまむ，ザ地械教材

A、～A、蓬を参考にしてヂ地球教赫A、涯を想像し

てつくるのである。これがヂ想像地域教材3であ

り，馳絨教材A主’擁とする。

　この夢想蓼象地蟻教材」であるギ地域教材Ai’」

をつくるときは，各地代ごとにゼ地域A、」と

F地域A、～A、」の経連の有無または関連の具体

的内容を，歴史学または考吉学，民欝学の撰究の

成果を十分にふまえたうえで行なうことに留意し

なければならないことは糞うまでもない。

　このような夢想｛象地域教材雄の手法を4、学校饗

本史教奮に導入すれば，ヂ身違な地域」をすべて

の鋳代，単元に取鯵入れることは可能になると考

える。

する。この題題について，纏島県鐸達轟葎達慰立

東小学校愈年il雛2室名のクラスを対象にして行なっ

た，単元ザ渡士の盤の串へ」の串における学習主

題ギ籍熱源主徳鶏と文治五年奥州合戦」の授業実

践を通して考察することにする。この授業実義は，

東小学校の6年i懇の教会科の授業を，筆者が自

己の藩究のため2選麹にわたって5懸の授業を鷲

琴彗に受け持たせていただいた中で行なったもので

ある。筆者は，単元ギ鼠士の量の串へ茎の§標と

旛導討露を次のように設定した。

F　　〈単元の§標一　劾　瀬平の合戦と鎌倉幕癖の成立を源頼朝を…

i　透して調べ．貴族の鐙の中から戴士の縫の
i　申へ移鯵変わっていく様子をとらえること
…
i　ができる。

…鋤文治五年奥州合戦を調べ，裁上は領懇こ

　命をかけ，また領地を守るために主従関係

　　を結んでいたことをとらえることができる。

鋤　裁上の館の様子を調べ，武士のくらしの
i
i様飛携えることができる・
1翰　元寇を竹縞季長を還して講べ，鎌倉幕癖

1鰯鰍をとら編ことができる2一」

備欝識・源藤＝爾
　①頼朝の挙兵…………一…・………一紛

　②源平の合戦と鎌倉幕癒の麟立………韓

鋤学習主題ギ箱伏源左籍潤と

　　文治五隼奥州合戦3………………3詩溺

　①奥繋1藤原氏と源頼奪1の講堂と

　　　箱就源左衛籍響一……………当……一瞥

　⑦文治五隼奥州合戦と醤津賀志毒の戦醸璽）

　⑤籍伏源左衛罰が奥州藤濠軍翻で

　　　戦った理由一…一……一→………騒）

／3／学習主題ギ伏黒館の主」…一………i鋳闘

　①状黒館の主のくらし……一…一…串韓

翰学習主題f元が竣めてきた」………i時矯

　①元寇と竹繭1季長の

　　　鎌倉幕府へのうったえ一……一…御

璽　地域からとらえる視点にたった授

　　業構成

　ここでは，地球からとらえるという視点にたっ

た小学校彗本史教育における授業のあり方を検討

　この単元の学習蓋題ザ箱状源左衡溺と文治五年

奥州合戦鮭が，本覇究の検！討鱈象である。

電．文治五葬奥州合戦の教材化にあたって

　鱗　新身透な地域」における文治五年奥州合戦

　東小学校は，編農桑僻達鄭醤達簿にあむ，その
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学髭域1ま撰達驚の箱錠地区と伏黒地区である。

　文治i五年奥擁濠合戦とは，雛89年源頼馨垂オ§東馨ヒの

支翫権と軍事権潤としての幕癒の地建を確立させ

ることを馨釣とし東麓一帯紅勢力をはかっていた

奥秀1藤原氏を褒め織ぼした戦いのことであるゆ

　奥州藤原氏が平泉を捜挺地としていたことに惹

§すると，翼州藤原氏は，筆者が縫起した環就籍

醜にとらえるギ身近な地域」の範蟻載おいては，

東麓地方に縫置付く。東小学校学区域の地域が，

当塒，奥州藤源氏の勢力籠懲であったことも重観

して，奥州藤療氏をおさえておく必要がある。

　文治玉隼奥州合戦の維一組して最大の戦いは，

東小学校から欝紬ほど離れた祭達轟蟹見購の繕津

賀志鐵のふもとで行なわれた（溝津賀志麟の戦い）。

この地は，環状懸的1ことらえるヂ身近な蟷絨」の

籍域にお験ては第3屡の橿轟察に麺置付けられる。

ただし，この地は東小の渥上から鳥羅できる位置

にある。

　環賦屡釣にとらえるヂ身透な地域」の籠域では

i学区域3を核とすることを打ち撫しているが，

この考えを恥っそう具現化する手だてを講じて教

材牝を図鯵たψ。その手だてとして奉学習主題に

おいては，後述するようなヂ想像地織教材」であ

るザ箱伏源左衛謬萄を導入することにする。

　鋤　文治五年奥州合戦を東麓からとらえる

　文治五年奥州合戦の唯一の戦い隷，奥州藤療氏

が鎌倉軍を遵え討つために構築した毒鍮もある二

重堀の跡塁のあった葎達鄭顛見湾の濁津賀志由麓

で行なわれ，鎌倉軍の圧倒的勝穂に終わった。こ

の合戦後東誌1ま頼朝の支離地として再編された。

　この奥州藤源氏と源頼奪1率いる鎌倉軍との合戦

は，従来「翼州籔伐璽と“う名稔を場いて表現さ

れてきてお鞍，現套毒販されている歴史辞典のほ

とんどがヂ奥州籔伐」を使濁している。この呼称

は，鎌倉幕癖鍵編纂の歴史書ゼ吾妻鏡選に蟹擬し

ていることは競らかである。

　鎌倉幕癒擬は義経をかくまったヂ罪雌を罰する

ために奥州藤癒氏をヂ蟹1伐」したというが，これ

は鎌倉幕纏に織向した親方といわざるをえない。

頼朝のこの戦いの真のねらいは，奥州藤原氏を藏

ぼすことによって得られる東詫の支醗権であ鞍，

軍事権男としての確立であった。一方，奥州藤原

氏にしてみれば，代々築いてきた領地の支醒権を

守るための戦いであった。また，この戦いによっ

て東詑の住人は妻子を失い出躰に交わるなど，大

簿§蕎一鞭

きな被害をうけた。震料にもことかくありさまで

あった。従来ヂ観伐3ととらえられてきたこの合

戦が，東麓の翻からすればヂ穫略」という以外紅

はないものであったといえよう。文治五年奥州合

戦をこのように東詫からとらえると，この合戦紅

おいてf籔残藩という表現で形成されていた歴史

豫は克毅され再構絞されることになる。

　｛3）想緑地蟻教轡f箱猿源左衛錫」を導入

　欝盤紀後半から鴛饗紀蕩半に起こったものと考

えられている露夫鄭からの分立という形での留達

都の成立は，私営懇を経営し力をつけてきた覇発

領主屡の発達が背景としてあったものと考えられ

この覇発領主は醗発によって得た権禰を守るため

に裁装して武士化していったものと考えられる。

平安末鶏の撃達葦難ま，このような裁上霧の存廃を

背景にとらえることができる。

　平安末梢から文治五奪奥州合戦まで，現姦の編

嵩毒飯叛に館をかまえていた揺夫庄講佐藤氏は，

薦達盆地（纏島盆地／を中墨・に勢力をはっていた

と考えられている。この循夫庄露盤藤氏慧奥州藤

原氏を土嚢とあおいで恥たが，平安末鱗の繕達盆

地は，すでに申糧的な裁量の主観鷺係を通して奥

州藤原氏の支配する地域となっていたのである。

このことは，霧｝達霧1の戴士掻も中性的な雛蟀谷を有

していたことを意味する。よって，撃達部内の武

士は，揺夫蓬講｛壷藤氏との羅葬こ中量的な1主繊翳嶺系

をもって，その勢力下に緩み込まれていたと考え

ることができる。

　東小学校匡域である現在の籍綺・伏黒簸麩に，

磐夫蓬濁薩藤氏を主君とあおぐ在地戴士がいたこ

とを確証する資料はないが，上記のことをふまえ

れば，そのような武士の存在はナ分に想像できる．

よって，本学習主題においては，範綺・状黒地区

に館をかまえ蝦夷窪霧佐藤氏を童灘とあおいでい

た選士がいたことを想像できることをふまえて，

その武士をヂ箱伏源左衛湾」と設定し，ヂ想像地

織教材」として取鯵入れる。

　この縫伏源左衛野舅とψう入勃の設定は，文

治五年奥州合戦難の猛夫庄講鑑藤基治を主翼とあ

おぎ，爽州藤原氏翻の斌士として合戦にむ診て領

地の農巽とともに自分も響津賀志雛の跡塁の構築

に携わむ，溝津賀志雛の戦いに参戦し鎌倉軍と戦っ

たというものとする。

　鰯　ザ箱伏源左衛潤と文治五年奥州合戦」にお

　　けるヂ典型牲」とギ特殊性」
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○ヂ典型牲」　　文治五年奨州合戦に参戦した裁

上1こおいては，鎌倉軍にしても奥州藤漂軍にして

も自分の領地を守るために，領地を縁護・安堵し

てくれる木鋤と主従麗孫を結んでいたことが背景

としてあった。ヂ箱伏源左衛男」も自分の領地を

守るために，痘接の主翼鶴夫庄司銭藤基治のつな

が琴から奥州藤療軍の武士として参戦したのであ

る。また，鎌倉軍の裁士も頼輯に濤分の籟地を保

護安壊してもらうために参戦したのである。すな

わち，ヂ籍状源左衛潤と文治五年饗州合戦」にお

いては，武士の社会における土地を仲立ちとした

垂綻鷺係がギ典型牲3としてみられるのである。

○ヂ特殊性」　文治五年奥州合戦において，全

1講のほとんどの武士は頼朝を頂点とする鎌倉悪癖

と、茎三綻擁係を詰んだ。しかし，依然，鎌倉幕癒と

1三縫麗係を結ばなかった裁上たちがいた。奥州藤

療氏と直接鷺接的に主縫溺嶽を結んで塾た奨州の

戴、妻たちであった。全蟹のほとんどの斌士が鎌倉

幕斑と主従驚孫を結び奥州に攻め入ったことをふ

まえると，輿灘曝藤濠氏との主鍵弱係から鎌倉軍と

載いを交えた奥州の裟士には「特殊雑遇を発》だ

すことができる。蚤然，箱状1源左衛鷺も奥州藤織

氏綴の裁上であるからこの「特殊鍵3をもつもの

としておさえることができる。

2、学習主題ゼ籟｛犬灘左衛門と文治五隼奥州会戦1

　の授業農醐

　本学習主題は，箱伏源左衛湾と睡津賀志lllグ）跡

塁を授業に取琴入れることによ翰，ヂ地域からと

らえる基本史の学習」の穣証とするものである。

本学響主題紅おけるねらいは，ギ奥州藤療氏と源

頼朝が対立しておこった文治五年奥州合戦を調べ

ることを通して，徳俵源左衛門が奥州藤擦車につ

いて載った運嶽を考えていくことから，裁上は生

地を仲立ちとした註縫鱒係を結んでいたことをと

らえることができるよう起する葺とした。すなわ

ち，地域の教材である箱状源左衛跨や懸津震志鐵

の紡塁を通して，銭一lfは土地を伸だちとした霊従

辮係を結んでいたという欝代の特色をとらえさせ

るのが，本学習主題のねらいである。

　なお，授業のために，筆意は勅語f箱伏線産衛

鱒と文治五年奥州合載」を柞威した、、この勅語の

構成は，ギ第i章　頼朝が攻めてくるヨ（海容1頼

朝の輿，州攻めを簸る籏伏源左織津弓，爽灘蟄こ勢ノ3を

はる奥州藤擦氏）紅鶴2章　箱状海産簿潤操（内容：

箱綺・伏黒を覇発し武士乾していった簸状家，籍

状家と膳夫庄司鷹藤氏との結びつき）ヂ第3章

文治五隼饗州合戦」（内容：縛津賀志田の防塁づ

く翰，購津賀志幽の載い，奥州藤癒氏の滅亡／で

ある。この勅語「籍伏源左籍絹と文治五年奥州合

戦雌を，本学習主題の中心資料として活爾した。

　実際の授業は以“潟こ示すとお参である。

○第i時
　第i時は本学習主題における導入と粒鐙｛すけ，

第2・3時の課題をたてさせた窃まず，箱伏源左

衛野鴨こついて，実窪した入麺ではないが，歴史釣

1こ考察してこのような人鞠が，当時，箱綺・伏黒

の地球に存在したことが十分睾こ推定できることを

ふまえて，筆養が想像して設定した入鞠であるこ

とを，子どもたちに説鬱したうえで，鞠語の第1

牽から，奥州藤療氏の勢力と源頼輯の奥州藤漂氏

に轟葬ナるねらいから，奥州藤原氏と頼朝の対“立を

とらえさせた、次紅，第2章から，箱麟と妖黒を

瀾発し，武士化してきた箱伏家の歴史と，籍釈家

が領地を守るために，よ勢力のある揺夫庄霧佐藤

氏と主疑の鷺孫を績んだことをとらえさせた。

　こσ）うえで，子どもたちは，ギ爽州藤原氏と頼

輔の戦いはどのように行われたのだろう」と騨う

議題をもった、また，頼報は源平の合戦を勝ち抜

き奥州をのぞく全馨の裁量羅の糠領の地種を轟め

つつあること，・一方奥州藤原羅では内濠の結束が

鼠れていたことなどを子どもたちに提示し，ヂな

ぜ籏伏源左衛闘は，強い頼彗弗こっかないで，奥州

藤療氏翻について戦ったのか」という課題をもた

せた。

○第2縛

　第i縛でたてた課題を，密語の第3章ギ文治五

年奥州合戦3を通して調べさせた。

　まず頼輯のもとには全懸から3§万人近い裁上が

集まってきたこと，その頼輔軍を逓え討つ紡備掩

設として，奥州藤療軍では購津賀志田の麓から溝

鼠濃鱗にいたる尋錘におよぶ二重羅の防塁（溺津

賀志田の紡塁／を造ったことをとらえさせた。子

どもたちを渥、ヒにあげ，この紡塁の魏置を確認さ

せた。この鞍塁の一藻は現在も残鱗呆存されてい

るので，それを験したビデオと写真をみせ，跡塁

を異簿的にとらえさせた。次に，跡塁をはさんで

行なわれた両軍の戦い（賜津賀志田の戦雛／の経

過と戦いの後奥州藤原1氏餐彗力§数雌ヒし奥州は頼朝の

支寵する地となったことをとらえさせた。

○第3時　　（縷証授業のため後連）



8 橿欝大学教鳶実践購発給要第器畢

W．実践の分析と検討

　本実践は、第i欝でたてた学習課題ヂ箱伏源左

衛霧はなぜ奥州藤原氏翻について戦ったのだろう

か」に基づ静て展饑した授業である。この学習課

題自体は地域の歴史を追究させる内容となってい

るが，本時は，そのうえで鋳代の特色に迫ること

をねらった授業である。

　この実践の分冊にあたっては，i縛縄の授業の

なかで，ザ身近な地域遷の歴史をふまえることが

時代の蕎色をとらえるために有効なはたらきをし

ているかについて検討していきたい。

唾．塞時の授業の展雛欝魑

　本時の講露をたてる隆にもっとも留意すること

は，趣域暑こ視点を置き還柔域から藝寺銭の特色をとら

える授業の績み立てをいかにするかである。これ

をふまえて次のような展辮討露をたてた。

①　課題の艶握

・課題ヂ籏状源左籍職まなぜ奥州藤療氏灘につい

て載ったのだろうか璽の確認。

②　見通しをたてる

　課題に対して自分の予想をノートに書く。

③確かめる
・箱伏源左衛霧と銭藤基治とのつなが翰

　籏毅源左衛懇の鑛難に耕するおもい

　醤津蟹志鐵の鋳塁を造っているときの籟伏源左

衛鍔の考え

④　まとめる

　ヂ奨州籔我窪という表現について

・鎌倉時代の武士社会のしくみ（ご恩と奉公）

2．本鋳の授業の内容検討

　舞課題の掘握」の段賠では，第舞寺で課題をた

てたときのことを筆者が振珍返らせる形で確認さ

せた。子どもたちはすでに本時の課題の内容を十

分につかんでいるとの覇額があったので，後の

ザたしかめる」段繕での議し合いの詩題を十分に

確保するうえでも，子どもからの発警を引き鐵す

ことはあま鱗テわず，筆者が主導する彫で課題の

確認を行なった。

　本時の学習課題であるギ籍状源左衛野彗はなぜ爽

州藤漂氏翻について戦ったのだろうか3を追究さ

せる羨に，ギ見通しをたてる」段隣で，各寂ノー

トに自分の予想を書かせた。これは，自分の考え

を予め緩み立てたうえで，この後の「確かめる鏖

殺贈での議し合いをさせるねらいがあったためで

華鱒§心墨2

ある。

　ギ確かめる」段賠は，お互塾の考えを出しあい

議し合うことを透して課題の追究を行なわせた。

議し合いの萌半藻で懲された主な子どもの考えは

以下のようなものである。

　ジぼくは，籍状源左衛懇は，先撮が守ってきた

土纏をとられたくなかった。先糧は命炉けにこの

籍麟と状黒の土地を守ってきたのだから。また，

頼朝軍についたほうが勝つ見込みは高いけど，基

治にお幾誘になっているから，藤原軍について戦っ

たと患う」（K．S）

　f源左衛鑑の土地は普穂の地域の裁上たちに襲

われたとき，佐藤基治に跡けてもらったから，そ

れで恩があると愚って，源左衛罫弩は佐藤基濤につ

いたんだと思います」（麺．K）

　ギ範繭・状黒を察分が支醒していたわけだし，

先娯炉切琴饑いてきた土地を守ってきたし，この

土地は稀裁濃撰の汎濫があってもそれに負けずに

作鞠を舞ってきたむしたのだから，この土地を次

の代にも受け継がせてあげた恥。だから，領地は

すごく大燐なものなんだと思います」｛E．T／

　この子どもたちの発書は，箱伏源左籍携の土麹

は先櫨代々命が鯵で守ってきたということ，また

籟伏源左衛駕が鑑藤基治に働けてもらったことが

あ等基絵に愚をもつ武士であることがふまえられ

ている。すなわち，箱伏源左衛潤が奥州藤漂氏翻

について戦った理由を追究する中で，子どもたち

は武士は領地を大潮なものとしていることと，主

君と空錠羅孫をもつという裁上の性格をつかんで

いる。

　ギ確かめる」段繕なかばのτ．S晃の発言は，上

記のものとは異なるものであった。

　ギぼくは，稲手は暮本のだいたいの土地を支醒

している源頼覇なのだから，その類手と戦って勝っ

て，奥州藤漂氏の支醗地を守るのと懸時に，広げ

たカ、つたんだと思う。寒嚢参虻源左衛警葦も戦転補こ勝っ

て領地を広げたいと思っていた。」（T．S）この

後3名がT．S晃の発言に賛意を示す発言をした。

　このT．S兄たちの発書は，授業者にとって予

想外のものであった。なぜなら，薦蒔までに戦う

薦から頼窮軍に対’して奥州藤原軍は軍事的に圧芻

的に劣勢であったことと，実燦の戦“も跡舞に撤

したものであったことを子どもたちにとらえさせ

ていたと思っていたので，藤檬氏灘に領土紙張の

ねらいがあったなどという考えは鐵てこないと考
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えていたからである。T．S罷たちの発薯藝ま，当

時の趨勢にお縁る奥州藤原氏の縫置を考えると，

誤ったものとも縄甑できるが，一方，当時の裁士

は領地絋張の繧いを強くもっていたことも事実で

あることを謬癒すると，一概にT．S兄たちの発

言を否定はできなレ略のと考える。孚．S見たち

の発言は，当時の裁上…般が顛地拡張の顯騨をもっ

ていたことを内包しているものとも受け取れるこ

ともでき，子どもたちは籏伏源左籍稗を通して武

士の領地拡張の額レ縄こまで迫ったといえる。

　ギ確かめる講段賠の後半で峯ま，溝津賀志田の鋳

塁を造っているときの籏状源左籍翼の考えを議し

合わせたが，その時の子どもたちの発言は，これ

までの請し合いでつかんだこと（額地が大麺，佐

藤基治との主健灘係〉をふまえて，身逆な文牝遺

産である簿津賀志田の防塁をとらえて》るものが

多かった。

　ギまとめる盟段繕では，筆者が主導する形で，

ギ確かめる曇段購で子どもたちがとらえた箱伏源

左衛霧の鎮慰こ対する思いと籍獄源左籍跨と佐藤

基治との生徒灘孫をふまえながら，鎌倉幕癒の将

軍と御家人の土地を仲立ちとした生誕灘係｛御懇

と奉公）を説聡した。この段繕では，子どもの発

書を構き出すことはしなかったので，子どもたち

がどのように鎌倉幕癌の主鍵縫係をとらえている

か，授業後に書かせた学習カードからそれをみて

みたい。

　ギどちらでもご患と奉公のような灘係が存在し

ている。それを土台にして鐵来上がつた幕府は

纏簸年も続》》て拠る壌（餐．T）

　ゼ轄よ絵も斌士にとって領地は命と講じぐらい

とってもとっても大切なものだったんだことがわ

か翰ました。…だから，将軍と武士のきずな（つ

なが琴）も強かったように思われました。戴±は

御恩のために奉公で将軍1こつくすということがよ

くわか弩ました擁IC、S／

慧．Tタ琶とC、S多売の内容畢ま，籍伏源左奪菊鍔を通し

てとらえた裁士の主縫翼係をふまえて鎌倉幕癒の

基本鶴なしくみをとらえたものとなっている。弛

の子どもの多くが，琵．孚妃たちのように鎌倉幕

霧の基本釣なしくみをとらえている内容を書いて

いた。

　また，「まとめる」段賠では，奥州藤原軍と頼

馨彗軍の戦レ縁ま，ζ吾妻鏡ま力虜鎌倉幕磯で編纂され

て以来，現壼も『奥州濫伐ヨと呼称されて炉る事

実を提示し，このような呼紘においては，籍伏源

左衛腺ま頼朝に簸伐されるべき悪者の一人となる

こと紅ついて考えさせた。これは，筆者が子ども

たちに．中央史観に編痛した歴史像を寛霰させ再

構戚させることを意穰したものである。子どもの

発書は次のようなものであった。

　ザ奥州鉦伐は，勝手に鎌倉幕海の方で決めた書

葉だと思います。わけは，頼軽も奥州藤療氏も土

地の取む合いみたいなことで戦ったので，両方と

も織じことをしていたわけだから，どっち炉悪い

とも震えないので，それは鎌倉幕蔚の方で勝手に

決めたことだと思うj／凝．S）

　r私も鐙倉幕府が勝手に決めたことだと思いま

す。頼輯軍にとって奥州藤原軍は全馨を支翫する

ためにはじゃまなので，費分たちにとっては敵だ

と騨うことを表すために，鎌倉幕癒で勝手に決め

たことだと患う3（C．S）

　このような発露から，子どもたちは奥州藤原氏

と源頼輯の戦いに対して，ギ奥州経義」という

ギ中央豊玉観璽紅｛覆った灘i蔓五稼！の偏向を見抜き克舞褻

する方海にすすんだとみること炉できる。

3．本時の考察　一絶域からとらえる費本史

　の学習ま総有難儀一

　本時は，箱伏源左籍構という馳域教材A，慧

（ヂ慧豫地綾教材おを中心教材としつつ授業を展

濡した。ギ2　1本時の授業内容の験討」において，

この地域教材を通して，子どもたち1ま，裁上は土

地を命がけで守ること，また，そのためにご懇と

奉公による主鍵鷺係を結んでいたをとらえること

ができたことを親らかにした。つま尋，本時にお

いて．子どもの認識を地蟻の歴史にとどまらせな

いで，時代み特色へと肉かわせることができたと

考える。

　しかし，ヂ学挺域3（f地域A三連）を核とするこ

とをふまえて授業をつくったことが，本当に時代

の特色をとらえさせるために効果的なはたらきを

したのかどうか子どもの羅から考えることも必要

である。つま穆，本縛で実践した「地縷からとら

える馨奉史の学習」炉本当に子どもの歴史の人参

方をふまえるものであったのか，子どもの鰯から

綾試してみる必要があると恥うことである。

　この授業後に筆者は子どもたちに，新身透な麹

域」ぜ雛域A3）の歴史を取玲入れたこのような

歴史の授業はどうであったかについて懇懇をかせ

た。狂．丁難は「私は，先生がこの地域の歴史を
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とむあげたことは，良かったと思レ球す。知らな

い地域の癒i史よ鯵1ま，興味深いので，よくわかっ

た気がします」と書騨て耽る。この露．丁児の言

うギ知らな》蔦地域の歴史」と毒ま，本義藩究の鐘鋳義の

分類におψてはヂ地域B3（狸身透な地域墨以外

の地域おの歴史であることは聡らかである。つ

ま吟この子どもは，ギ地域B壌の歴史よ参は，「麺

域A達の歴史を授業で学習したほうが，興味深く

わか参やすいと述べている。擁．K驚は絡分の

住んでいる地域のことだったので，ふつうの魅会

の授業よ鞍輿陳瀞わ晒て，よ一く分か珍ました。

社会がとても婚きにな琴ました」と書いているが，

これもまた，E．りe短の懇懇に薄して違べたこと

と績むことが言えるであろう。

　T．K箆は，rくわしくこの地織のことを知るこ

とができてとても畏かった。この地竣のことを題

して教えてもらったほうが，楽し験し興味がわく

からとてもわかむやすかった」と書いているがこ

の子どもは身近な地域の歴史を通して時代の特色

に邉らせようとした筆者の授業購成のあ鞍かたを

察したうえで，ギ楽しいし興味がわくからとても

わか弩やすかった」と違べていると推灘できよう．

このT．K児のような子どもがわの懇懇は身近な

地域からとらえる歴史の学習の有勤牲を考えるう

えで，重大な意瞭をもつと考える。なお．この感

想にお恥て，身近な地蟻を取絵入れた歴史の授業

に繁して，fおもしろかった」やギわか琴やすかっ

たjなど＋の評麺をした子どもがほとんどであむ，

一の評麺をしたものはいなかった、（甥定がつき

かねるもの炉若干いた。／

　以上よ珍，ギ地域からとらえる蒙本史の学習」

の有効牲紅鱒して，本時の授業は一定の証左を与

えたものと考える。

まとめと今後の課題

　ギ地域からとらえる目本史の学習漣の方法議｝と

教材譲の提起を行い，その有効牲を検証授業を通

して穣討した。そして，ヂ地織からとらえる暮本

史の学習」に一一定の有勤性を確認できたことは，

小学校籔本史教畜において地球教材をどう位置付

けていくかを追究していくうえでの成果として認

めることができると考える。

　穣証授業を行いながら感じたことであるが，地

域の歴史から時代の特色へ子どもの認識をどうつ

輩総5一季2

なげていくか，その方法がかなむ難しかった。そ

の方法は一つ一つの授業を異体酌に作珍上げてい

く率で，見糖鎚し得るものであると考えるので，

今後の課題としたい。

　　　　　　　　〔材　　　記〕

　本稿は，蒼懸の大学院における扇究の一瑳とし

て，9善教富の指導のもとに執筆したもので，文

責はすべて菅野紅観する。

　　　　　　　　　　｛濁

！i／ξヨ聾嘉一｛糧会科力董フキュラム譲覇究癌説調

　嚢．欝曇～2綴を参考にした。

！2／奥鐙購雛ザ地方史と歴史教奮をめぐって」地

　史藩究簸議会鑛ゼ地方史の新視点邊（雄出離，i

　螂年b．239
／3／安井俊夫罫謎会科授業づく鯵の追求豊（§本

　書籍，欝襲年）夢、創一63

！虜　主なものとして千葉弘願氏の指摘（ギ地域史

　への提書一躍究と教育一曇歴史公謝第三誉
　ノ～号（i解？年〉夢．i2翫がある。

（5／塚本学ギ地域受講究の課題」蓼岩被講座　嚢

　本歴史2羅（岩波書繕，欝照年〉墾．3艦

㈲　鐘ケ江晴彦ヂ生活圏」謬瑳代学校教蕎大事輿望

　⑤（ぎょうせい　ig磐3年）墾．3鴇～3質
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